
1.研究目的

　小山町・小山ヶ丘のプロモーション小冊子とし

て地域の評価を得ているアレサであるが、今回、

継続要請を受け、第4号を制作することとなった。

　今号は今まで地域のプロモーションツールで

あったアレサを、地域と人々のコミュニケーショ

ンツールとしても活用できるものにする。

2.調査と分析

①今までのアレサは新たに引っ越してきた人々が

メインターゲットとされていた。しかし、小山

町・小山ヶ丘は住民にとって、新しい土地から

徐々に通常の生活拠点へと変化しつつあるため、

アレサに掲載される記事・コンテンツの検討を再

度行う必要がある。

②今までのアレサは情報を制作者から読者へ一方

通行に情報を提供していた。これを相互に情報を

提供し合うことで、さらなる情報と交流が生ま

れ、アレサに「コミュニケーションツール」とし

ての付加価値を待たせる。

③現代のインターネット社会では、mixiやtwitter

などをはじめとするブログやソーシャルネット

ワーキングサービスなどのメディアが広く活用さ

れている。現在ではそのようなメディアを通し

て、常に新しい情報をたくさんの人々が目にする

ことができる。そこで今回は、WEBへの展開を視野

に入れる。

3.コンセプトの立案

「広がりと繋がり」

・地域密着型・読者参加型の新しい提案

・コミュニケーションツールという付加価値

・「情報発信」の追求・WEBへの進出

4.デザイン展開

①小山商栄会が35周年を迎え、アレサ商栄会（以

下「商栄会」という）に社名を変更し、それを記

念して今回はプレミア号として発行する。そのた

め、今までのアレサとは違ったインパクトのある

表紙をデザインした。

②地域密着型として「地域貢献活動」という共通

テーマをもとにインタビューを行い、読者参加型

として地元のレシピを紹介し、地域と人々を結び

つける様な新しいコンテンツを提案した。

③店舗紹介は、今まで写真を商栄会から提供して

もらっていたため、外装や内装、商品などばらつ

きがあった。今回はお店を一軒一軒まわり、外装

の写真を自分たちで撮影し写真の統一化をはかっ

た。

④情報発信の場を広げるという観点からWEBへの進

出を提案するために今回はホームページとブログ

を制作した。ホームページでは、今までの1号から

4号までの小冊子「アレサ」の情報を公開する。ブ

ログではイベント情報などリアルタイムな情報を

提供する。

⑤WEBの更新を商栄会や次年度の学生が引き継ぎで

行うために、ホームページの基本であるhtmlを使

用し、更新用手引書の制作を行った。

5.完成図

6.結論

　新しいコンテンツの導入により、交流が増えコ

ミュニケーションツールとしての役割を持たせる

ことができ、商栄会から高く評価を受けている。

　WEBについては商栄会で検討中のため、今年度の

公開は実現しなかった。しかし、WEBの提案により

情報発信の場が広がり、リアルタイムでの情報提

供が可能になるため、今後の必要性を高めること

ができた。
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地域密着型フリーペーパー「アレサ」の制作とWEBへの進出
ARESA Imformation Guide Book and Web Site

アレサってなに？

スポット紹介！

商店街紹介！

地域の人々

マップ

プレゼント！

アレサの紹介とホームページの
案内だよ

小山・小山が丘の歴史や自然の
スポットを紹介するよ

商店街にあるお店を紹介するよ

地域の人々の紹介やレシピを
紹介するよ

スタッフブログ
商栄会スタッフのブログだよ
イベントレーポともあるよ

お店の地図や防犯マップはここ
だよ

ホームページを見てくれた人に
プレゼント！
印刷して使ってね

小山・小山ヶ丘 地域情報ホームページ

更新履歴
2010.11.01　育英祭模擬公開
2010.10.31　育英祭模擬公開

小冊子 ホームページ
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